
3
月
1
日
〜
8
日

「
女
性
の
健
康
週
間
」

問
合
先　

人
権
推
進
課　

　　

女
性
は
妊
娠
や
出
産
を
す
る
可
能

性
が
あ
る
な
ど
、
生
涯
を
通
じ
て
、

男
性
と
は
異
な
る
健
康
上
の
問
題
に

直
面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
女
性
の
検
診
率
は
低
い
状

況
に
あ
り
、
女
性
特
有
の
病
気
が
若

い
世
代
に
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
も
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
週
間
を
機
に
検
診
を

受
け
る
な
ど
、
ご
自
分
の
身
体
を
大

切
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

　

ま
た
、
本
市
で
は
「
第
２
次
い
ず

み
さ
の
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画

（
人
ひ
と
プ
ラ
ン
）」
の
中
で
、「
男

女
の
生
涯
を
通
じ
た
健
康
・
保
持
支

援
」
を
基
本
目
標
の
一
つ
と
し
て
い

ま
す
。

　

男
女
が
互
い
の
身
体
的
性
差
に
つ

い
て
、
理
解
を
深
め
、
お
互
い
を
尊

重
し
思
い
や
り
を
も
っ
て
生
き
て
い

く
こ
と
は
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
し

た
社
会
づ
く
り
に
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

【
３
月
８
日
「
国
際
女
性
デ
ー
」】　

　

国
連
は
１
９
７
５
年
（
国
際
女
性

年
）
に
３
月
８
日
を
国
際
女
性
の
日

と
し
ま
し
た
。

　

女
性
に
対
す
る
差
別
撤
廃
と
、
社

会
開
発
へ
の
完
全
か
つ
平
等
な
参
加

に
向
け
た
環
境
整
備
に
貢
献
す
る
こ

と
が
日
本
を
含
め
各
国
に
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
２
０
２

１
年
、
各
国
に
お
け
る
男
女
格
差
を

測
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

を
発
表
し
、
日
本
は
１
５
６
ヵ
国
中

１
２
０
位
で
し
た
。

※
２
０
２
０
年
は
１
５
３
ヵ
国
中

１
２
１
位

　

特
に
政
治
、
経
済
分
野
に
お
い
て

格
差
が
大
き
い
日
本
の
状
況
が
反
映

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
国
際

的
視
野
に
お
い
て
も
、
日
本
の
社
会

は
男
女
の
平
等
が
進
ん
で
い
る
と
は

言
い
難
い
状
況
で
す
。

　

日
本
は
日
本
の
文
化
、
社
会
の
状

況
な
ど
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
国
際
的

な
概
念
や
考
え
方
を
重
視
し
、
国
際

的
な
協
調
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
身
近
な
暮
ら
し
の
中
の
慣

習
や
意
識
を
見
直
し
、
男
女
が
と
も

に
暮
ら
し
や
す
い
環
境
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

夜
やかんちゅうがっこう

間中学校で勉
べんきょう

強しませんか（生
せいとぼしゅう

徒募集）
　いろいろな事

じ

情
じょう

で小
しょうがっこう

学校や中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

できなかった人
ひと

、実
じっ

質
しつ

的
てき

に十
じゅう
分
ぶん

な教
きょう
育
いく

を受
う

けられないまま中
ちゅう

学
がっ

校
こう
を卒
そつ

業
ぎょう
した15歳

さい

以
い

上
じょう

の人
ひと

、いっしょに勉
べん

強
きょう

しませんか。

●入
にゅう

学
がく

の受
うけ

付
つけ

は4月
がつ

28日
にち

㈭
もく

までです。（土
ど

・日
にち

曜
よう

日
び

、祝
しゅく

日
じつ

除
のぞ

く）

●ひらがなから勉
べん

強
きょう

できます。

●大
おお

阪
さか

府
ふ

内
ない

に住
す

んでいる人
ひと

が入
にゅう

学
がく

できます。

●外
がい

国
こく

籍
せき

の人
ひと

も入
にゅう

学
がく

できます。

●授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

は無
む

料
りょう

です。

問
といあわせさき

合先

●堺
さかいしりつ

市立殿
と の ば ば

馬場中
ちゅうがっこう

学校（☎072-221-0755） 堺
さかいしさかいく

市堺区櫛
くしやちょうひがし

屋町東3丁
ちょう

2-1　

●岸
きしわだしりつきしきちゅうがっこう

和田市立岸城中学校（☎438-6553）岸
き し わ だ し の だ ち ょ う

和田市野田町2丁
ちょう

目
め

19-19　

●泉
いずみさのしきょういくいいんかい

佐野市教育委員会 学
がっこうきょういくか

校教育課（☎463-1212） 泉
いずみさのしいちばひがし

佐野市市場東1丁
ちょう

目
め

1-1

人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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【読書感想文】「見えないものを見る力」
新池中学校3年生　杉山愛依

小・中学生人権作品
　　　　「人権について考えよう」

　小・中学校の児童・生徒から多くの人権作品が寄せられ、昨年末に入賞者が決定
し、各校に賞状が送られました。そのなかの最優秀賞受賞作品の一部を紹介します。
（順不同・敬称略）

問合先　学校教育課

　見えているものが全てなのだろうか。「わたしは、
いなくなんて、なれないんだ。わたしがいなかったら、
うちが、こわれちゃうから。」私は圧倒された。幸せ
な家庭の中にもどこかでつらい思いをしている子供が
いるなんて。そんな見えない問題にも私達は目を向け、
向き合っていかなければならない。
　ある時、テレビのニュース番組で「ヤングケアラー」
についての特集がされていた。見慣れない言葉に少し
疑問を感じ、いつもならすぐにチャンネルを変えてし
まう私だがこの時ばかりは見入ってしまった。すると
思いもよらない実態が私の目をよぎった。それは日本
の中学生の約十七人に一人は本来大人が担うと想定さ
れている家事や家族の世話などを日常的に行う「ヤン
グケアラー」であるということであった。十七人に一
人というと私のクラスの中に少なくとも二人はいると
いう計算になる。普段あまり意識していないからなの
か私の目からは変わったことを感じられないくらいみ
んないつも通りに楽しく過ごしている。しかしそれが
仮の姿で本当は私の知らないところで苦労している人
がいるのかもしれない。それを考えると少し胸が痛く
なった。もし私がこの本の中に出てくる一人の朱音の
立場にたったとして身近な人に相談できただろうか。
おそらく周りの目や反応を気にして、結局は朱音のよ
うに誰にも言えず一人で抱え込んでしまっていたと思
う。ではそんな子をどうしたら救ってあげられるのか。
その問いを探すように私は今年の課題図書の中にあっ
た「with you」をすぐさま手に取り、読み進めてい
くことにした。
　朱音は私と同じ中学生でありながら毎日家のこと、
家事のことを中心に考えており、私の一日の過ごし
方とは大きく異なっていた。心の中には沢山の思い
を持っているのにも関わらずそれを表には出さずに、
日々苦労しながらも自立して生活する大人びた朱音の
姿には少し悲しくなった。本当なら友達との他愛ない
話で笑い合ったり、好きなことに夢中になったりとや
りたいことは山ほどあると思う。しかし大切なお母さ
んのため、家族のために身を削り、時間を割き、ただ

お母さんに元気になってほしいという純粋な朱音の気
持ちには涙が出た。ヤングケアラーの子達には自由な
時間があまりない。なかでもそもそも学校に行けず、
つきっきりで看病していたり、学校に行っても常に考
えているのは家のことで、友達や授業の話も落ち着い
て聞いていられない。もしこのような現状を少しでも
和らげられるとしたら私は当事者と同年代の子供たち
が「ヤングケアラー」についてもっと詳しく知る必要
があると思う。けれどなかなか身近な話でないと知る
機会がないと思う。また私もニュースやこの本を通し
て初めてこのような社会問題があることを知った。し
かしそんな時、母がふとこんな話をしてくれた。「マ
マが見ていた頃のドラえもんに登場するジャイアンの
家は八百屋をしていて、学校から帰ってきても家の手
伝いやジャイ子という妹のお世話もしていたんだよ。
だから本当はジャイアンもヤングケアラーの一人で、
スネ夫やのび太に度々ちょっかいをかけていたりする
のは実際には少し羨ましかったんじゃないのかなあ。」
と母は話してくれた。私はそれを聞いて意外にも漫画
の登場人物という身近なものにも「ヤングケアラー」
が関係していたことを知りとてもびっくりした。
　また私のような身近な驚きや発見から興味を持って
知るということはとても大切なのではないかと思っ
た。それに小さい子供でも知る機会は近くにあるのだ
ということを知った。そうして沢山の人に知ってもら
い、相手を思いやったり、互いに尊重し合うことで、
どちらにとっても過ごしやすい世の中になるのではな
いかと私は思う。
　私達は色々な人に支えられて生きている。これは当
たり前ではない。だからこそ日々の生活を大切にし、
関わる人、一人ひとりに感謝しなければならないなと
思った。またこれから先、大人に近づいていく中で沢
山の人に出逢うと思う。そんな時相手の見えない心の
変化を感じ取るアンテナがあれば誰かの心の支えにな
れるかもしれない。自分も大切な人も、みんなが自分
らしく、穏やかに暮らせるように。
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小・中学生人権作品小・中学生人権作品
　　　　「人権について考えよう」　　　　「人権について考えよう」

【
標
語
】

あ
り
が
と
う　

言
っ
て
言
わ
れ
て　

笑
顔
の
種

日
根
野
小
学
校
５
年
生　

橋
本
琉
之
介

Ｓ
Ｏ
Ｓ　

気
付
け
る
あ
な
た
が　

レ
ス
キ
ュ
ー
隊

佐
野
中
学
校
１
年
生　

長
瀧
有
太

【
詩
】　

「
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
お
と
も
だ
ち
」

　
　
　
　

北
中
小
学
校
１
年
生　

瀧
本
莉
子

　
し
ょ
う
が
っ
こ
う
に
に
ゅ
う
が
く
し
て
、

は
じ
め
て
で
き
た
、ブ
ラ
ジ
ル
人
の
お
と
も
だ
ち
。

は
だ
の
い
ろ
や
、
め
の
い
ろ
が

す
こ
し
ち
が
う
け
ど
、

お
な
じ
い
ち
ね
ん
せ
い
。

に
ほ
ん
ご
が
あ
ま
り
は
な
せ
な
い
け
ど
、

お
な
じ
い
ち
ね
ん
せ
い
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
こ
と
ば
を

お
し
え
て
も
ら
っ
た
よ
。

ボ
ン
ヂ
ー
ア
。

ア
テ
ロ
ー
ゴ
。

◀
第
三
中
学
校
１
年
生梅

木　

春

◀
日
根
野
小
学
校
５
年
生　中

上
莉
那

【書道】

【ポスター】
◀
日
根
野
小
学
校
５
年
生中　

勇
咲

◀
第
三
中
学
校
１
年
生松

坂
涼
香
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